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不安なき市民生活の構築を目指して
　　　　　　　一地域福祉新時代を展望する一

■期　日　2001年7月26日（木）・2了日（金）

口時　間　10時～16時30分（2了日は9時30分～15時30分）

■会　場　　日本教育会館（東京都干代田区一ツ橋）

■定　員800名（定員になり次第締切）

■受講料了，500円

ロ主　催財団法人鉄道弘済会

（敬称略）

熊本県知事潮谷　義子

　13　00～16；30

　自治体福祉行政の新たな展開
　　一地域福祉推進のなかで一

　13＝OO～16r30

　排除しない福祉を目指して

　　一ソーシャルワーカーの新たな役割一

　長野県慧麟縫難中村安志

　　東京・三鷹市企画部長河村　　孝

吹田2備講藤雲醸横山正和

（］蕪美季盛學1畷大友信勝

東京・新宿区福祉事務所生活保護相談員川村

　　　北九州市児童相談所判定係長安部

　　　　　　クッキングパウス代表松浦

　　　（充二孝輝議學斐学部教授市川

幸子

計彦

幸子

一宏

13’00～T6，30

地域での暮らしを支える福祉施設を
目指して一生活支援と権利擁護一

騨塾灘羅蓄瀦灘賊兜森
　きのこ介護老人保健施設副施設長武田

知的障害者施設小さき群の里施設長北村

　　（晶慈蔭鐸名鼻部助獺茨木

和夫

和典

嘉勝

尚子

　　9，30～13100
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金沢市長山出　　保

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全国社会福祉協議会事務局次長和田　敏明
　　　共に生き，支え合う地域福祉を
　　　目指して　　　　　　　　　　　　　　簾齪蕊学部助教授高田玲子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京・小平市立小平第二小学校長山下　敏夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（コザィネ瑠医鵬総綴睾撫谷中莞軍雄

　　14，00～15
30

　　人が人であるために 作家・劇作家井上ひさし

■申込方法

目申込先

①郵便振替でお申し込みの場合　振替用紙に、住所，氏名，電話番号を，通信欄には勤務先名（施設

　の場合は種別も記入），希望の選択講座の番号（剛～圃），および手話通訳ご希望の有無を明記し，

　お振り込みください。

　　　（振替口座＝00140－8－143594，加入者名：鉄道弘済会社会福祉部1

②現金書留でお申し込みの場合①に準じ，必要事項を記入のうえ，受講料を添え，お送りください。

財団法人鉄道弘済会　社会福祉部r社会福祉セミナー』係
　　　〒102－0083東京都千代田区麹町5－1　TEL＝G3－52了6 0325　FAX＝03－52了6 0325
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［別紙1］　平成13年度生活保護基準改定の概要

（1級地一1）

，難欝

懸灘 灘鞠響
難灘総離
醗襯鞘

【標準3入世帯基準額】

円 円 33歳男．29歳女、4歳子

1生活挟筋基準 冬季加算（W区×5／12）を

（1）屠宅（1類牽2類〉 含めた額を10円単位で

標準．3人世帯 163，970 前年度同額 表示

（2），期末一時扶助費㈱宅） 14，340 前年度同額

【加算等】

妊産婦力騨（妊娠6カ月以豊） 13，970 前年度同額

老齢加算

70歳以土

（居　　　幣〉 18，090 前年度同額

（入院・入所〉 15，060 〃

母子加算

（居　　　宅）ド 23，520 前年度同額

（入院・入所〉 19，600 〃

障害者加箕

障審等級1・2級
（厩　　　宅〉 27，140 前年度同額

（入院・入所〉 22，580 〃

重度障審者煎算 14，610 〃

重度障害者家族介護料 12，250 〃

重度障害者他人介護料 72，200以内 〃

介護旛設入所巻加算 10，000 10，000以内

往完愚音加籏 王3，440 前年度同額

放射線障害春加算

負傷又は疾病の状態にある都 43，290 前年度同額

負傷又は疾病の状態に該当し 21，650 〃

なくなっだ者

児童養脊加第

第1華、第2畢 5，000 前年度同額

第3驚以降1火 10，000 〃

介護保険料加算 保険料の実費 保険料の実費

人叢栄養費 12，060 前年度同額

天院蠣者樋用品費 23，410以内 前年度同額

弊護施設入蕨者基本生活費 10，000以内 前年度1司額

Llfe　and　Wefare2001、5　4



魎）平成13年度の生活羅

ド脚　　　P

悉学糠難織
剃・馨鱗，紹 39，4DO以内 39，50D以内

職 46，000以内 46，100以内

雛鶴糎難難　
（慧顯聞代墾

『叡21儀簿鱗擬
　13，000以内
年額121，000以内

前年度同額

　〃
羅嶽静助基準髪

鶉媛懸検・ 2，150 前年度同額

駿鞍肇鷲、 4，160 4，180

潅癩離難麟ド
辮難　霧g．麹 193，000以内 前年度同額

撚騰曜護「 149，000以内 〃

十入院料

嚢灘懸助鞍、
（1）線嚇馨鷹

繍2欝穫能修得職・

45，000以内

61，000以内

前年度1司額

62，000以内

、（31，、・澱鍛舞 31，000以内 前年度同額

難無勘難纏懸 179，000以内 前年度同額 大人の基準額

1，、、罐講撫
限度額33，560 前年度同額

、潅（2懸糊齢佛 年額152，600以内 〃

盤〔3）糎鱗雑離 10，600 〃

11，700 〃

・繊、礁蹴鯉除、 8，000 〃

［別紙2］　平成13年度生活扶助基準（月額）

標準3人世帯（33歳男・29歳女・4歳子）

繋購購灘 蕪馨
　．　轍

雛訴．
離驚

羅　懸黎簾

鐵舞羅

　　　灘灘
舗鯨騰 100．0 163，970円 163，970円

据置

i融犠2箋 95．5 156，590 156，590

鋸級地測繧 91．0 149，200 149，200

嚢翻灘蓮2縦 86．5 141，830 141，830

輔地甕・撚 82．0 134，460 134，460

繍地蝋 77．5 127，080 127，080

（注）冬季加算（W区×5／12）を含めた額を10円単位で表示・

S　Llfe　and　We fare20〔）15



［別紙3］　最低生活保障水準（月額）の具体的事例

1．標準3人世帯【33歳男、29歳女、　4歳子】
蕩

轍地一蕪 難鰻離灘繍講 雛撫、 麟購，欝級瞬難

世帯当たり最低生活費

　　　円

181，970

　　　円

174，590

　　　円

167，200

　　　円

159，830

　　　円

147，460

　　　円

140，080

生　活　扶　助

　　第　1　類

　　第　2　類

163，970

108，070

55，900

156，590

103，200

53，390

149，200

98，340

50，860

141，830

93，470

48β60

134，460

88，630

45，830

127，080

83，760

43，320

児童養育加鎌 5，000 5，000 5，000 5，000 5，000 5，000

像　宅　挨　助 13，000 13，000 13，000 13，000 8，000 8，000

（注）　1　第2類は、冬季加算（VI区額×5／12）を含む。以下1司じ。

　2　就労収入のある場合には、収入に応じた額が勤労控除として控除されるため、現実に消費し得る
　　水準としては、生活保護の基準額に控除額を加えた水準となる。以下同じ。

2．夫婦子2人世帯【35歳男、30歳女、　9歳子（小学生）、　4歳子】

、辮鶴叢
〆灘

轍堪一篠 翻辮麟 撫叢蓋響
　　　　唱嚇5“

鐵響辮 講轟難

世帯当たり最低生濡費

　　　円

225，980

　　　円

216，700

　　　円

207，440

　　　円

198，190

　　　円

183，950

　　　円

174，670

生　活　扶　助

　　第　1　類

　　第　2　類

205，830

144，920

60，910

／96，550

138，390

58，160

187，290

131，870

55，420

178，040

125，350

52，690

168，800

118，850

49，950

159，520

112，320

47，200

児童養育加算 5，000 5，DOO 5，000 5，000 5，000 5，000

教　育　扶　助 2，150 2，150 2，150 2，150 2，150 2，150

億　宅　扶　助 13，000 13，000 13，000 13，000 8，000 8，000

3．老人2人世帯【ア2歳男、67歳女】

，・・麟繕 麟雛i搬鰯 雛欝，羅講瀟轄撚

世帯当たり最低生渚費

　　　円

150，570

　　　円

145，440

　　　円

138，570

　　　円

133，520

　　　円

121，550

　　　円

1i6，630

生　活　扶　助

　　第　1　類

　　第　2　類

119，480

69，190

50，290

114，350

66，320

48，030

108，740

62，970

45，770

103，690

60，！90

43，500

97，980

56，740

41，240

93，060

54，080

38，980

老齢加算 18，090 18，090 16，830 16，830 15，570 15，570

住　宅　挾　助 13，000 13，000 13，000 13，000 8，000 8，000

Llfe　and　Weifare20015　§



唾D平成13年度の生活保護

4．老人↑人世帯【70歳女1
　　　讐霧灘雛

1簿灘灘鑛難
触自ド　　￥

．．礁鞭繰毫 鎌醜鐡嬢 鞭辮
i

麟鶴 議麟灘…・

世樋鋤最低生騨

　　　円

108，990

　　　円

105，730

　　　円

100，730

　　円

97，560

　　円

87，460

　　円

84，400

自
生

ド
活
　 扶　助

膿磯懇癬
　　辮雛類

77，900

32，690

45，210

74，640

31，460

43，180

70，900

29，750

41，150

67，730

28，620

39，110

63，890

26，810

37，080

60，830

25，790

35，040

老難麹纂 18，090 18，090 16，830 16，830 15，570 15，570

燕宅扶助 13，000 13，000 玉3，000 13，000 8，000 8，000

5．母子3人世帯【30歳女、　9歳子（小学生）、　4歳子】
簗灘

　　　　　撫灘難 辮騰難 灘鱒講！ 欝獺鰻 総簸地難1 鯨綾地舗

難帯当勧叢縫活費
　　　円

205，940

　　　円

198，720

　　　円

189，730

　　　円

182，530

　　　円

168，550

　　　円

161，330

糞活蘇鋤戸

粥灘
160，410

10生510

55，900

153，190

99，800

53，390

145，960

95，100

50，860

138，760

90，400

48，360

131，540

85，710

45，830

124，320

81，000

43，320

叢辮艶 25，380

5，000

25β80

5，000

23，620

5，000

23，620

5，000

21，860

5，000

21，860

5，000

幾藤娠，聴 2，150 2，150 2，150 2，150 2，150 2，150

鷹簿無躰 13，000 13，000 13，000 13，000 8，000 8，000

6．重度障害者を含む2人世帯【65歳女、25歳男（重度障害者）1

、講灘難霧
　　　　灘臓脇灘鳳

撫叢難
．難　雛鰺一灘

鮮織　　　　　鞍

灘覇羅
磐　Pド

羅難叢、辮懸 灘地講．鞭地霧2

細籍蛾蝶磁灘
　　　円

194，200

　　　円

188，480

　　　円

180，870

　　　円

175，130

　　　円

162，530

　　　円

156，810

鑑糖轍鋤峯
　饗第難簸類ソ

　、錦，％類

127，200

76，910

50，290

121，480

73，450

48，030

115，760

69，990

45，770

110，020

66，520

43，500

104，310

63，070

41，240

98，590

59，610

38，980

鑑蕪雑
霧度陳叢欝
家族塗濾料齢

27，140

14，610

12，250

27，140

14，610

12，250

25，250

14，610

12，250

25，250

14，610

12，250

23，360

14，610

！2，250

23，360

14，610

12，250

喩詫識助 13，000 13，000 13，000 13，000 8，000 8，000
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　領
　　　　　　　　　　　二いきも護てに来方くの第え生丞短　しい　　にた入保い入法ケ解の改
編鮪期鎌雛講縫輸縛雑ス遡正

でる障入　なては基
留福害所ま為倭な準し

俺が1の障　助相る

と麟ホ細纏
　な所　 1　こにだは
　勇響醗垂3馨塁

ゑらをホるのは　　　　　　　一1扱的越　 三

図し害身るさホ
つて者体とれ1
たい福障居てム
もる祉害宅いに

ぞ計穀錦
あかム祉わのて

たム祉ホ
（とホ1
告同1ム
示様ムに
別　及つ
表居びい
第宅知て

祉
ホ

ム
の

褒蕪讐昊星殴購騒縫
復いしま入輝利鎖野響繍
帰るくま院　きが用カミ用るし日活練

鐙葬犠難
易誘鐸は馨懸
（1）2と上室精　精
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（璽！）平成13年度の生活保護

第みをてに施本護し所加及　るにて住支料柔すくの
曇餐照薙欝難礁躰轄舞芳馨鞭
のすず護所医のら　認い障害はのるでるで五が良よ
（5）る　　施日療取入　　定て害者な従もはこき千あ　　り
のこ入設＿機扱院　す嫉者生驚来のなとる円り、利退
5と院入II関いの　る　授活　のでく、とこを　用院
　と患所入に　場　 こ改産訓　考あ　しと上日料促
　整者者院入　合　 とめ施練　え軌生たと限用の進

糊茉噂の族難鶴摸殺墨縮
瑳介（饗蝶馨購纏瀦（2）灘£翻介時、、〔11六

にな付い　課上る要つはか又けム4要払保村期　る納算
差健　筆駈讐奇編認盤講騨錘欝霰

鱒葺警器叢1縫種蕪庭糠謹舞騒製護簸
〉響罷齢慧鶴難酵駄蕪餐婁難〉繋

たクう　の

1講
籍隻聚
編馨い

は　駅族がい者
返そ入が支にが
髪む鱗罐
いなてをれてし
うい認受るはた
聚警穫遺客
いはるてに族の

収つ更し変　還との
入てをた更納付年還
と　要介す期金額付
し還し護るにと賦金
最纂奮罎あ姦を鮒零
りがも料でつ支れ既
磐籍磐袈婆榛箪榛編

4
の75

の
創

越

　者
入の
院累
患積
者金
及の
び取

　　　十たつ実の除さい　 九　7除も金　　八除らが領
扱　　　一て施通され各戸　　のい医の保　　さも削か平

倭所　　 。つてれなに自嫉の　　こに　保　認伴に学の月薯
器
羅
雰

いもてつ戸に
てそいて籍定地
削のるい手め方
除周こる数る分
を知と法料こ権
行をか務がとに
つ行蔭省免と伴

取
扱
い

と最介有
と低護容
し生費認
た活にす
＿費つる
課かい手
第らて持

限い伴奨うよ
嚢整纏纏
舞繍飛　つが象活導
　為削か動要
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購蒜
雛簸
響稗計

停を上　をの保　を者さ　＿
止行さ介行取険ま示にれ昨解3取社第行介生用い　つ扱社
茎器薦雛纂載齊㌔縫髭灘豊藻響董
碁薯膿禰墓健漸鮨織む盤界3駿簸
よ介の算あて定がなじ倭護　51て入びた算　護て加　う入
り護多に盗もさ生　た　保　号以所r＿の計施は算　所所

あれじ
わてた
せい者
てるに
雛謳

蓉繍
の施壌
取設が
扱入施
い所行

マ昭者入告停上設’が
　1隙驚爾虞藍余禽纂

腿麟費難森
　月のひ1をて本日て

要者
のと
改同
正様
をの
行取

鍵麟篁繕肇讐簿娠
め的二段度十活三のもるの療
てな年とに六保千八増中低扶
雛肯駿瞳含禦駕医離
鱗髭講鷲罐購離
適て正る扶め六　助り、受被営

営　す顔要活一助約被にが

医
療
扶
助

線轡蔀欝軽講

rよ法にるたりカミーの改
旧る律よ法鬼で　日改正
総承第る律　あそか正

一でて基険か保等き

隻雛激嬬凝
は　え部まあ上でか
計基方分でつ丈あら
ヒ本がが加たへつ
テ生生あ算規きて基
歪獣窃介濠膝
圭筆翻喉奮護甕

留料設なた　し
翻髄蓉縫
い滑のとに　の
たな連か嬬介で
レき納絡艇　護あ

臨保鐘影
毒讐翻

　の行及が算
　ないびでを
　い　介き停
吉羅難

月療成を報け以外歯8璽載令求び分資をけ’院
以報十行酬た上来科月記要第に公かす図る医に

るっ以　え療に同官省にr定令療の平な審ひ療

遷躍理愁鞭蟻蓉騨鰹雛鞘

成療　所別て同に医＿酬セ51る老年助事払求　＿運い酬合

の取にい
㈲扱つう
。いい
　にてに
　し　お
　た他け
　こ法る
　との診
　＿取療
　医扱報
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魎）平成13年度の生活保護

　＿のr（3）とによ合入点療いよ当て従二　＿の囲び（2）たつ

い
て

嫉

鍾
興

材

＿象　のくすにて促療に在のもに引

と1よ（」る
医のr繋儲
3対器の象」
6範及

い
に
よ
る

と
と
し

野顯腿馳㌦鮭（餐難瑠理誌翻腔製
あ今明護カミてのれ骨成説こ医

　要い送送支び　係療　第の
　領な費費給骨骨る報　 3対

上かのに対髄髄費酬
盟舗罐縫果霰
しこ対てさ送に採正
たと象　れ料係りに
もかと生てにる入よ

1象
9範
罵囲
　の
　拡
　大

変費否正営て①応存の　経
罵難置謙鮪粛鞍

の療治しでr璽理ばて給r

つ治のなる②とにの定てる

　　ア（1｝い容れ長九義るが　 二

盆議鑑麗蜷確耀題
蘂て入営俺でゑ）一成営r助営
籔舗虜奪鶴講灘馨

い七あ十をれ　 一

ゑ万つ二みた介
　一た年る介謹介
丈力摺ζ灘嚢

　と同末介助の助
　着年現護の施の
　実十在扶施行状
編離纏況

　加末万員年つ
　を現九嫉度て
　み在千　の創
　せに人平状設
　てはで成況さ

い類限をに宅被がのた時還支払祉は合取用の　＿

介
護
扶
助
の
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　（2）差定びの関にびけ　査介適組の年　　　イ還っと定の

　適　て一及定機地及お　検　　り制一　芥及　返にこ決

〈　　　ア（3｝要介者のあ　　イたあたビ害該活護理つ　ア

に供運のつが性定害被
つ対営創た受障に者保
鍵毒設嚇華購
韓あ　鐸被鋤
あ蜜島　島虜罎誘導

運のとの護
営審な資の

鷺　査つ格開
　判たを始
　定も喪に
4にの失よのつにし咳
2い係被

隔垂麗
の　介者号

空
器
の

髪
姦

理扱によ不と介害活被原
レ男蒲蒋繋嘉嚢嘉経罎鍔
通ささ定なて助策の者整
知れせの水いに等補以理
上なる介準る優に足外
明いと護まカミ先よ性の
記よいサで　しるの者
しう、つ1障当て介原に

介護以被　〈　イあ還に定さ額た　あす必減険標支て等
灘糠繍箸委蝶譲耀鶏鱗鷺澄難識糠
助等者者保〉い託ζめてれいのか　ζかあ定対担さ額被料

葉
獣
総
惚
　認
　定

る　たま申か実
謙蓉騨蠣
を六に額怠ず関
検十獄でつ　か
討三　介た被ら
す条そ護た保再
るにの扶頃護三
必よ差助　煮指
要る額の減が導
が返分決額減し

にる証し額れ認保及
縞編縫鷺葺
轟覆雛誌霧罐

繕鷺本舗馴
必にこを人　にがビ
要対と行が食よなス
が陵が喚保事るく費

嚢藤薩建蝋矯蕪
介とがこる　介実出低ての護を
講峨認ζ返生護際る≦　決認得
認　め　還活サの前認当定定な
褒界お農魁葬羅貿書霜讐
受護る　を法ス護請れ込う果認

　　　　　　　　　　　　　　　　窪雰あ累暑客蕩葬皐
定結
に果
つに
い基
てつ
（か
課な

月てのつ期護’
野編垂鯉婁経

聡翻毯繍
と扶のえき）前
す助始な介認の
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唖）平成13年度の生活保護

方負に営の　保要た担　 ，を障生　金　活

保万三こよ行生定給営護金後に緩つ

灘鱗畿雛堕総難輿讐
助　つ算て切正を確不助金　さにれこ
金て倭いな化は保正金はれよたとの
事
業
内
容

い

為型
　牟
　五

ゑ運のじL受の生
雛聖離蝋

　確をす襲與で護
　保図るし　あ臨

るり、もを
こ　の目
と生で的

頴粧●

季撚難
の間疋も　い
謀会齢難
のか通わ人当
状月常らにな
況間想ず手理
憲藷申難
影著れ請上認
饗しるか畷めカ》　く　事　ら　疵ヒ　ら

あ超務要がれ

い受入定る
謂麗継
にかてらな
はついなど
該たたかで
当なたつあ
しどめた咳
な越にた
い　要め単
こや介又に
ζむ聾は要
　を認長介
　得定期護
　なを間認

隣翻繰蹉難難㌶融瀬諜馨獄駕生
魏讐舗轟罐雛暫福雛讐隷墓調購
で事もも運推　な機状に李て適祉　等な事つ　務の則　護

纏箆購馨諜鞍署鍵灘整肇鮮覇
該胎鷹しう認た般の応の特した等莚棄饗難講

妻整齢馳羅欝播響韓慧特券購
に理題のる嫉　づあの導査　討問監し法　　　別ける今区
積統と改た　　け軌確　後①を題査た施監　特指てこ日分
極合さ正め法　て　認③の一監点事も行査　別導　と的に

れすがらゑつ解稼済

とらの　き態ら帯化　期のの患か比生ら助　〔1）　三れ滑的

顯臨誌麓麟薦鞭篠鱗酷適金平艦最
蔑る得の
　こら世
ことれ帯
れがれに
ら可ばっ
の能要い
こと保て
とな護嫉
竃鱗就
　のか労

　　　　　患約にっま大護々　’保正に成
た雇働事近者四よいなき制増全護化お十

帯しる等経い一者が助いる示割費　方活

餐器嬉簸講愛魁墾針保加保蝕造上恥る嵌描医　讐
を麓1峻嚢そ雛鼎咳譲　鵡

行り
が組
図む
らこ
れと
るに
もよ
のq
と

期法
待の
さ円
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あ臨燧網介麟

い療発獄事レ施つ進
て扶出　業　設い事
ス助さ1墓　社等て1業
平のれ療　会の

　　　　　　　　　　適医過ト適図よト明適　組るき営施

享隣レ　魚課
る議い受　　検い

ん次な及に
での課びつ

隷噌医
いにこの療

薦跨こ灘難さ　　。　　．認薩嫁
査保努組れてレ施事ら提入レ　要制け域　相れ業と積いな

難蝋麹積壁鰍露購鵡斜馨狩鞭編
ら補い　参　極たさ厚生煙一が者備頭管ム制でててに1わ
盤建擬駿莞罐健麟灘瓢購奪楽甥健
　　　　　　騨囎難鰍難難蒙響力浬簡鍵
のて　運に
翻整懸
業会　確に

組本の監を断存い
掌誘警窪誓養袈桑

椿舞撲離去

る施事く
粟　等務抱
　相所え
。談にる
　体お地

盤郵難レき事度たの顕
　業はだ対在
　が特き応化

いの告し難通見明対務

　を等でつかのてか経
　明にあいか指いか費
　確おるてる摘なると
駿力繊難繍蕩

　お助績象が灸が黛正
　願金報と困　散が化
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容を護五平に護二成対援第ス護そ会た三法1呆

既顧韓匙生藷議総蕪購護　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指
月おり情　　＿認にのいけ号るるに　下導
現り　’勢最　　　を地九てら）法たつなの監

婁齢躍纏灘釜継騰講藷毒・
と’十　強す験導況いが資し活一にし世’帯護P唱

憲薙纏奢麦驕肇繁鵜謡勤繍i
難畠奎鞭騰灘垂鰻礁鞍難1
肇解艦謙蕪禁警蕨簾揚襟豫讐繋
蘇軽耀鰭魏鞍藻緯舗響婁霧、
を況結　て施三で活超不た主者との実　でつ障・

　　二　そま　増四てら福てあ決切し②況不上，

重灘器嚢籍糠欝篠髄難耀，
三　る事　に　’査し六平然所まス上さい針切たと・
年重務当以はて十成との迄がのれ’がにめも

護上踏。とはれわもしがの適応’状が

特
集
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　せ点つと権切す趣
まに検いも利丁る旨面導
縮茗邸義灘鷺
生な等　 相務説もし談
徽相難纏箱越

する担員のを活応志

戯趨驚駿綴報　任次にとの懇明の

ア（1）し調びよ度を保　実基項紙法
　　粍査総るの追険な施づ鼠1施
経経筆葎護奪禦霜歳畜騨星纂

雛
蔽
矯
雅
勒

屠

踏の十監る用監こ特；活務
ま行一査とに査とに監保監
え纏難講ぎ題灘
改察決　Kて嬬れの項施当

霧灘講錨駐監る屠査検成導た　留い務て
こ置報査十状に　意玩監唾
と状告院二況介　の）査＿
と況及に年等護　喉に事別

　　　ウす先た　るい祉病所関要に病　　イてと係各うが

題継難瓢羅臨鱈審底羅灘鰻購
産と受駿羅墓謄灘魏檎鶴逢難蒲癖総騨

等収援に
の入助お
関ののけ

難懸
調　　給
窪　葎

い1ま申
て　請
も前前
行居に
う住転
よ地居
うのし
指関て
導係き

際礒雛畿堪籍
す保能査　しも等摩
る護力を社たKに
よの調行会上　っ家
う要査縦保で調い族
指否等　険金査て構
導に　ま事融嬉適成
すっ福喚務機必正

開

緯
馨
撮

請こ携導の度の
　ζ体　連の窓

制電携周口
づ気　知に

つ所祉委る
い等関員よ

よ行応の　定被
ういじ徹申期保
媒　　勤底告的護
　適務を内な者
す正先図容提に
1艦諾拶

うな六の入状況生ゑ支1のよ労査査た事
指適十的　況を活　出ス経り収報院と項
摘用三確預調調保まので理八入告にこと
雛奪難舗轡編縣瓢妾身
峯鞭鵠識馨離叢駿葬簿

握生と査行のか務　（イ）底にKに握関て　うせつがζ調1

鑑賜鰭蕪雛蕪繕離婁蟹痛憲驚窒認

村を等る　的世世　　　の1と適に等つ　るに産価る係有
に把のに調に帯帯事　　徹スも切把のい　よ併に値こ先ケ
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魎）平成13鞭における生活網旨導監莇針

等て1す十よず　適態式が前も助1
　嬬スる分り訪し切と約不提のをス処閲処
組やとにケ問たで乖十とで行に遇調遇被
紺鑑賜響鮮璽魏袈橘藩経
なス困に　の活てもる的た実カミい　倭動の世
対診難　検生動　の等と峻態　くど　等樹帯
応断ケ自討活や処が処な　把処かの現の立の

馨轟甦擁播欝讐撫慧縮毒
るのに選で病握曝資とス靴の樹と指当　的即
よ検つ定樹状等　　しのが評立な導該　なし
う討いケ立をにま　て実形価のる援ケ　訪た

〔ウ〕ζ在密　　　す居
の公まる住
確署なよす
認等　うる
紛騰客
う照がすに
よ会不る越
うに明こ

事馨鰻
る　に　調
こ所は　査

てもか在不
可Kら理蕉能　生由が
な訪活等続
限問状のく
り方況確世

箸露蕩瓢舗癖難叡鍵黙欝変雛る問て等層
よ頻はにの
酵藺凝
導高格を対
すめ付要す

窒翌鶴難
よのて　問に当
繕騰簾春擢

な1び遇1もビ介方ズ
のス護針を
魏騰聖
る用制々る

と間把難いみるをす期定状等就果レ・蕪て傷灘生
雛騨必郎蓉縫離編綴轄主シ素蓼撃舞
状架蝶藻概誌翻喜難鵠レ陰藺諾亀講

課
と
の
連
携
の

　指に求義　た筆及実祉少収は増六給　（オ）指越就　る的況

藩錘耀簑総器雛講解講講1毛擁難
当　を　申入な事審入調のの種不約たに止指条な力　行導
攣雛寓レ耀蕪餐馨擁糞奉鷲舞菱書

欝醗蠕雛幡殿編歪農建禁う等を疑　じ査取活福過金くと千受　　書てら

うを

碧
騰

眉ぞ　Llfe　and　Welfare2001．5



1を保　はめ世　　②
ズ的すつ多て螢高の　るて不の査発　るよ及状てこ収課も

騨潴鰯埜箋聾藍哲翻馨謬賜簿婁籍燧
㌍難難羅誘鯉等奪舗雑騰誘饗考

誌募確概藤鮭離轍霧覆

鱗ま雛嘱塩號鐘縫被（3）策イホイビ介ア雑
施　な底指在活把迄るをに握遇給保医等サ1傷ス護高こ施

報要　と正よ事
を保経となう務
難駿鐙難
にが富　配指等

業サ者
及】世
びビ帯
社スに

施デ

等い
にる
よ世
る帯
介に
護つ
サい
1て

用
を
図
る
よ
う
指
導

　　　　　　　　　ア⑤いを思に要　さ臆理　（4｝の疑整プ

纏蝉議褥論講嬉欝響叢講秦雛
す者務い現をス　正体的切と者活で又うる保助扶をじとい

情もる適いび置理行の曝期1のこ及つ運こは診滞に

つ
い
て

の

羅簿謹講罐藷糧擁馨翁
　　に活る利あ　運に分保　医等誤
　　っ用と用る　営支に　　へに調

驚難欝聡講羅籍無皇爺離宅騰考
しlfe　and　Wefare20015思霧



魎）平成13年度における生活保護指艦莇針

重つのス等指台いる基手ケとこのい察査保て員す’お
墜畝隷鑑告灘雌購騒篠奮舗蔽遡

査
担
当
職
員
に
お

改
善
に
取
り
組
む

吉
導
竃

制
の
整
備
に

つ
い

監次のい保行活　関も要セを活務都　に定

れま実　重つる祉務のの具び運祉う

立要
にな
つ墳
㌢蒙

雛
　　　　　　　　　　　　　　　イ
誉鰯難縷あ喋簗藻講薦喬講3曝耀縫竃
め特ない方　のた　に図検る員すの上練るてな本の愚務
るに協て針是実め　当り討問相る行にの研獄つ庁実が経ム
大管議　の正施に　た共す題冥たう努実修　ての施増験事

徽蝶雛難藷矯騰魏鰐誉勢讐鞭雛
層騒　Llfe　and　We fare20015



　判
闘明
係し
職た
員問
全題
て点

緯雛〔響鞭麟竪懸薦麟奮翫確〔2）こ率所や
輝難蕪踏本て艦魏濃雌翻奮軽睦疑
離講害講鰯巌騨猛舗羅韓癖奏調
越果て果　　　　　　　　　　　　　　　　　　指　をに

蒸
つ
く
是
正
改

難離罐野離歪建筋詮
響雛雛麗指錯縫蠕て畠

導幹抱
讐畿
に員福
当が祉
た自事
るら務

導的対題在て　継監改咳的間別監　め題研に　あの化状が

熊羅縫藤錨藤慰群霧籔奪惣雛禦

界翻圭講騎縫齢鶴疑K鋤器鎚夙編
　る喚理も問員こ把い～もこにま示すζ理共職問がて実理題

煽繋瓢肇巖韻矯桑蟹濯遷雛繰隣
　指率に問所し　　認燕よ体　個導　深問の等　を制滑現

る制輝を　　四　行巡にに営力
信度　着近　　う回よつをのつ
嬰あ謬時森ミ鍍曝腰
著もよる福事　を務指すには
瑠雛彗雰
難灘壷
せ務　生員に
る所生しが　つ
もに活て保　い

讐羅繕て

行中導る珈’
う心すたぺ個
等のるめ　々

戴羅喜
なのK的なの
騨本犠霧
をや庁策運能

盗かる加半い況のい　　　　　　　　　　（4）
の等えがてに福わ被導
問　　経曝あ祉ゆ保上小
題生事験　り、事る護の規
を活務の毎　務小世配模

鰭繍難羅薬肇
黎霧畢暴責壇劉輩舌槍癖
い運員な動事を務世
瑛嘗讐蕪癖嘉票叢
に何にとりにる全下
あらなに大お状国の

に

対
す
る
指

　　　　（3）　　　　　（2）　　　　　　　（Dの必にの　ゑあ

自に制の況をは理業の品　の十み積徴的開にを修の
鵡鑓羅』騨膿襯遜顯嬌雑非旨蟷

あ

つ
て
は
な
ら
な

い

と

で
あ

Llfe　and　Wefare20⊂）1，520



魎）平成13年度における生活保護｝旨導監査方針

正に行不不　る事医県の　把務た関

と扶対療しよ　に個核別と運監定導

　五
及
ぴ指

薙
號
宅悶

　蓼

　籍

　導

　　　（5〉　（4）

努生の　接　実
嘗僻雛緯
ζに会事な導こ
　つ議務い具ζ
　い等所こが
　てをにζ個
　意通お　別

識じい
の不て
喚祥

彊禰

ケ1
ス
を
直

！轍離磯簾
ζ及機指等介た対に護
　び関定を護介す当機
翻鰻髄灘耀

　歩す・えご助導て対
　　る中＿と運監倭す
　に個核別の営査　る
　碁別煎紙介上等管個
葵轄講醗鷲

　六
及

ぴ指

罫
號
ぞ閣

　蓼

　る
　奪

及換不療も
びや正保K検状請険

施じ疑度強
すていと化
る合にのを
こ同関連図
ζにす携る
　よるをた
　る情図頃
　指報り、
　導交　医

　　　　（11　　1
査指お開縫　進正
の導け始　保　実保
徹及る段贈護　施護
底び助階簸の　のの
　調言に　相　推適

鼓力言務生

　　　　　　ω2　（71　（6）　　（5）　（4）　（31　（2）　　11）1

　　　　　ア　て等連連るれ確律な解　れ会　の保　資保い保幹相絡携よ生て他に生に保対さ保面
保て保ま内険保産護る護部談・　う活い法把活定護応れ護接
護い険喚容　護等開溌申職内連保生幽る他握罎めのがるの相
申る事　嫉自のの始　請員容携健活窮粧施さ　る開行よ受談
日II

に

転
居
し

て
き
た

者
に

つ
い
て

は

前
居
住
地

　　動申把時
所活挙車請握に
等圏証等書状お
）内資）’況け
響騰罐論
等係に収申査
に先基入告　の
よ＿づ皇書徹
つ金き口（　底
て融十書不

難1

書ま’体福保者
ので櫓制祉護に
処決導が関制関
理裁結と係度す
及さ果ら部のる
びれがれ局周情
保て面て及知報
護い接いびやが
金る記る水民福
品か録か道生祉
の
支
給
は

迅
速
に

行
わ
れ

。票D’委事
等　電具務
に　気　所
記　の各の
録　事種窓
さ　業相臼
れ　所談に

　　等員つ
所　ととな
長　ののが

い
て

の
助

指
導
は

策れ職権始わう給時
活て摩利時れ十要に
用い　　にて分件お
にる病義rい説等け
つ溌犀務保る明制る

適
切
に

行
わ

の護かさ度適
塞周の
雁知し
環徹お
境底り
　はL
地図の
域ら配
とれ布
のて等
関いに
係るよ
等力漁
は

的　法

。れの切
　’趣な
相旨対
談喚応
内　と
容要事
に保務
応護処
じ者理
たに
懇1旺
切し
丁く
寧理

叢
眼
癌

頓

療

眼

嶽

別
紙1

生

活
保
護
法
施
行
事
務
監
査
事
項
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（113

　　　　　オ　　エ　ウ　　イ
関関て認養れ判処れあ基係係い定控別て所扶理扶てる扶づま
部機るさ除世いへ養は養い程養ミ隆
局関なれ対帯るの能適義る度義
’等

民と
生の
委連
員携

保
健
所

身
体
障
害
者
更
生．

相
談

班

い親お
る族い
者　て
に給健
対与康
しの保
て扶険
　養等
必手の
要当被
な等扶
扶の養
養対煮
援象
助者税
が等法
行と上
わしの
れて扶

て象に力言調力切務角の務所居
停調に照
又査行会
はのわに
審結れ対
判果てし
のをいて
申踏る未
立まカき回
てえ
に

つ必
い要
てに
の応
指駿
導

は家
行庭
わ裁

答
と
な

て

い
る
ケ1
ス

の

扶者在所
養がのが
が管確不
期内認明
待又がな
では行場
き近わ合
る隣れに
とのては
き市い’
に町る官
は村か公
’に

実居
地住
にし
調て
査お
さり

彫署
等

の
照
会
に

　　　　141　　　　　　　131　　　　　〔2）

　　　ア　やに　　検　　　ウ　イ
免資子　扶要つ要介診病病書　切　の
　産）扶養介い介護命状状に法に受関
　等の養義護て護保令等把よ第徴給係
　を居義務認介又険等が握り六取要先
　把所務履定護は利が的の本十さ件照
　握　者行申保要用活確状人三れを会
　す世一の請険支の用に況に条て確等
　る帯特指にに援把さ把　周をい認が

た構に導係よの握れ握
め嘆生状るる状状てさ
の　別況助介態況いれ
扶職母
養業子
能等世
力の帯
調生の
査活前
は実夫
行態及
わ及び
れび転
て収出
い入し
る　’た

言護に　るて
及サあ　かい
び1る　　。る
指ビと　　か
導ス考
がのえ　　ま
行受ら　　た
わ給れ
れ状る　　必
て況要　　要
いの保　　に
る確護　　応
力言認者　　じ

れし
て　’

い保
る護
力言を

　開
　始
　し
　た
　場
　合
　は

知適るす行
さ用物るわ

文

たれ
めて
のい
調る
査力言

に

必
要
な
同
意
書
が
適

　　　　　　　（2）
把嘆徹義ア推指類
握　底務　進、導に保
　収＞及の権　援お護
配入び周利、　助け受・
　の資知　・・のる毒給

等適
の切
受に
給徴
資取
格さ
のれ
有て
無い
及る
びか

給
金
額
は

　　　（31　　　　　 （21　　　　　　　　　（1）2　　　　　1

イア収　イア　イ　　ア　徹よ年収繍錯収そ収魏資餐特ま徽鍵漿建獣麟
傘入把収に歎入の入収力潅い1礁先産の及図適護
　申握入応　申際申入　活る評　　調一把びら世時者義
保告　以じ給告　告の　用物価処資査不握収れ帯適の務
険書　外て与書給書把　に　替分産等動　入て構切権の
金は　一事額及与嫉握　つ　え価のに廉　のい成な利周

年業等び証
鐘）聾明定
　等1蛮ヲ’書期
保の　明等的
険関適鯉到こ
金係切日証徴
　先に等資取
補調行糞料さ
償査わ証はれ
傘はれ資添て
　行て料付い
仕わいのさる
欝響力・
一るま套る
の力旅稼力ま

い
て

の
指
導
又
は
指
示
は
適
切

に

行
わ
れ
て

の値申よ
時が告り預
点大内的貯
にき容確金

｛井レ、弄こ　1こ

せと変確生
て認化認命
評めはさ保
価らなれ険
額れいて等
がるかい）
的不
確動
に産
把に
握つ
さい

。るの
か申

　内
　容
　は

把る’指’知
握力言収導義徹
　　入が務底
　　等行に
　　のわつ
　　変れい
　　動てて
　　にいr　　伴る保
　　う物護

届
出
義
務
の
周
知

の
し

お

り

等
に

　〔2）

の　の児
処郡連童
遇部携相
に福が談
つ祉円履
い事滑
て務に公
町所行共
村にわ職
とおれ業
のいて安
連てい定
携唾る所
は　か
十高
分齢
図者
ら及
れび
て身
い体
る障
力言害

　者
　等

。医
療
機
関

介
護
機
関
等
と
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魎）平成13年度における生活融旨艦飾針

等簡欝鍬しのイ
の調画の撚実
推査的樹処態ケ

・進活な立遇に1
　動訪と方即ス

　必問適基の湖て虞診な活ケ様て実曝の直　者調給定い齢受額
当要格切準設　い　断ケ用1ない態　設し過に奄資のてに給等
該の付に娃定ケるケ会1等スニるを訪定を去対の格障確達資度
世あ基策　　1冷1議スをの1な踏問

　　　　11）2　（4）　　131　　（21　　　　　　　　　　　q）　1　　　　　　　　15）　　　　　　　　　14）

等活性　 』素サ虞で把　て関　年給　ウに用まに訪訪処が処　処1　ま立握処処は係扶扶金ま資一年　る象　認社
着麩艮隅問遇な遇ケ遇ビイ賦てさ遇遇適の養養等燕格定金仕力隷まさ会
目図し格格方さ方1困ス々られ方方宜深義能のにの等送雛れ保
セる訪て付付針れ針ス難のの多れた針針見浅務力受一つ年のり　つ　て険

帯る準定ケ
ヘ煮のさ1
の　設れス
指多定ての
導様にい実
援な当る態
助二たか
の！つ
必ズて
要を娃
性抱
がえ稼
勘る働
案高能
さ齢力
れ者の

D訪

問
調
査
活
動

の
必
要

ス

記
録
に

明

記
さ
れ
て

い
る

か

ス等等踏実ズ
のでにま態を
実組つえ及抱
態織いたびえ
の的て適介る
変に娃切護高
化換　な保齢
に討関も険者
即さ係の制世
しれ機と度帯
てて関な等等
適いとつにの
切るもてよ処
にカま連いる遇
見　携る介方
直　の力言護針

ま調
え査
’活

か動
つや
十病
分状
に把
評握
価等
検の
討結
さ果
れに
たよ
上り

行のす実に害認し格
う状る施っのさたの的
等汎扶　い状れ者確確
　等養　て態てに認・に
適を能　確にいつ　把
切勘力　認あるい　握
に案調　さるカき頂　さ
実の奄　れ者　　　れ
施共嫉　てに　老　て
さ　　　いつ　齢　い
れ必被るい基るて要保　か額　礎　か
いな護　　　　年
る者坦　　障　金
かに帯　　害　等
。つと　　基　の
　いの　　礎　受

た通い事
他算る務
の老か所
年齢o金年　保
の金　険
受を　会
給受　社
状給　等
況し　の
はて　関
的い　係
確る　先
に場　調
把食　査
握　　等
さ通　に
れ算　よ
ての　り
い対　確

　　　奪（3霞
援燐る摺

，助す頻の稼
の．る　1者ド働、

推指ヌの年
進導臣こ噂、齢

②

傷
病
を
理
由
に

就
労
し

て

い
な

い
者
の
傷
病
の
程

塵

就
労

の

　　（1）　1　　　　　　　　16）　　15）　　　　　　　　　（4）　　（3）　　　　　　　（21　　　　　　　　　〔1）　3　　　　　　　　（21

カき活　　決　い　行　し行　エ　適　援介　　ケ　さ状　　が　問　た
　習就就裁まる訪わ長てうま夫面切世助護ま目1特れ況訪訪行ま調個も
　慣労労さ迄廃間れ期い等起す接な帯が保起的ス穫て変間問わ夜査別の
　の阻阻れ　　調てにる　　るす指主行険　をは　い化は調れ　活のと

形害害て早
成要要い期
等興因るに
　がの角ケ
必的把　1
要確握
なに
指把
導握
援さ
助れ
が　’

適就
切労
に意
行欲
わの
れ助
て曇
い

る生

ス

記
録
に

明
確
に

記
録
さ
れ

そ
の
都
度

嘆ケて
　1来査ス所
察はに
指なよ
導いる
員か面

査いわ角不民等べ導のわ制多もな長るを’査てケ動ケな
結なた　在生適き援みれ度様つい期力き考訪活い1の1つ
果いつ　理委切者助なて等なて溌間　慮間動るス必スて

等
に

速
や
か

に

報

さ
れ
て
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魎D平成13年度1こおける生活保護指艦莇針
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魎）平成13鞭における生活保謝旨導髄方針
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魎）平成13鞭における生活保謝旨駿莇針
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魎）平成13年度における生活保謝旨導監査方針
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魎）平成13年度［こおける生活保護ま旨導監莇針
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の業務の基本となる専柄ゆえ、ハンディな本誌を常に手元に置いて、
日常的に理解・周知を深めていただければ幸いである。

▼ところで．本誌編集にあたっては、厚生労働省関係者のご出席に
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要。」「そのためには、先駆的取り組みの紹介や、スーパービジョンの
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